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	応用
	抗原情報
	背景
	ショウジョウバエのShaker遺伝子ファミリーは、電位依存性カリウムチャネルの構成要素をコードし、4つのサブファミリーから構成されています。配列相同性に基づくと、この遺伝子はShawサブファミリーと類似しています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、チャネルタンパク質の遅延整流クラスに属し、興奮性膜の電位依存性カリウムイオン透過性を媒介する膜貫通タンパク質です。このタンパク質は、神経細胞の興奮性に重要な役割を果たす可能性のある、非定型的な電位依存性過渡電流を生成します。この遺伝子には複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2010年7月],domain:セグメントS4はおそらく電位センサーであり、3つおきに正に帯電したアミノ酸の配列が特徴です。,domain:テールは、チャネル活性の調節や、特定の細胞内コンパートメントへのチャネルの標的化に重要な役割を果たす可能性があります。,function:このタンパク質は、興奮性膜の電位依存性カリウムイオン透過性を媒介します。膜電位差に応じて開または閉構造をとるタンパク質は、カリウムイオンが電気化学的勾配に従って通過できるカリウム選択性チャネルを形成する。,PTM：不活性化ゲートのセリン残基のリン酸化は、チャネルの急速な閉鎖を阻害する。,類似性：カリウムチャネルファミリーに属する。C（Shaw）サブファミリー。,サブユニット：ホモ四量体（推定）。カリウムチャネルタンパク質のヘテロ四量体。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Kv3.4/KCNC4抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	Kv3.4/KCNC4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	アニソマイシン25ug/ml、30μg処理したCOS7細胞のライセートをKv3.4/KCNC4抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	1：500に希釈したKv3.4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	Kv3.4ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたSH-SY5Y細胞のウェスタンブロット解析

